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平成２７年第２回南幌町議会臨時会会議録     ５月１３日 

（午前９時３０分） 

議  長   おはようございます。 

 本日をもって招集されました平成２７年第２回南幌町議会臨時会を

開会いたします。 

 本日の出席議員数は１１名でございます。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本臨時会の議事日程は、あらかじめ御手元に配布したとおりでござい

ます。 

●日程１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 指名につきましては、会議規則第１２５条の規定により議長において

指名をいたします。 

 ２番 川幡 宗宏議員、３番 原田 弘克議員。以上、御両名を指名

いたします。 

●日程２ 会期の決定をいたします。 

 お諮りいたします。本臨時会の会期は５月１３日、本日１日限りとい

たしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

 （なしの声） 

 御異議なしと認めます。よって本臨時会は５月１３日、本日１日限り

と決定いたしました。 

●日程３ 諸般報告をいたします。 

・１番目 会務報告は、御手元に配布したとおりでございます。 

 これをもちまして報告済みといたします。 

・２番目 例月出納検査結果報告は、監査委員より平成２７年２月分

及び３月分の例月出納検査結果の報告がありました。その内容について

は、御手元に配布したとおりでございます。 

 これをもちまして報告済みといたします。 

・３番目  町長一般行政報告をいたします。町長。 

町  長   本議会臨時会に当たり２件の行政報告を行います。 

初めに、灯油購入費等助成金支給事業、あったか灯油支給事業の平成

２６年度の実施結果について御報告申し上げます。今冬の灯油価格変動

に伴い、高齢者、障がい者、ひとり親世帯を対象に実施いたしました本

事業につきましては、１月１９日から２月２０日までの受付期間におい

て申請件数が３３８件あり、そのうち支給決定件数が２８９件、事業費

総額２８９万円で、昨年度と比較し５４件、５４万円の増となったとこ

ろであります。増加となった主な理由といたしましては、新たにオール

電化、まきストーブ並びにガスストーブ世帯を支給対象としたことによ

るもので、対象世帯は１２件でありました。 

次に、ふるさと応援寄附金の状況について御報告申し上げます。平成

２６年度に南幌町ふるさと応援寄附金要綱を制定したところですが、本

町の発展を願い、応援してくださっている方々からふるさと応援寄附金

として多くの寄附金が寄せられております。平成２６年度の実績につき
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ましては、納入件数３，５３６件、寄附金額３，７３４万２，０００円

となっています。お寄せいただいた寄附金は、ふるさと応援基金に積み

立て、使途が指定された事業や魅力的で活力あるふるさと南幌の構築、

次世代につながるまちづくりのため各事業で有効に活用させていただ

きます。以上、一般行政報告といたします。 

議  長   以上で、町長一般行政報告につきましては報告済みといたします。 

●日程４ 議案第３０号 専決処分の承認を求めることについて（平

成２６年度南幌町一般会計補正予算（第８号））を議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長   ただいま上程をいただきました議案第３０号 専決処分の承認を求

めることにつきましては、平成２６年度南幌町一般会計補正予算（第８

号）であり、歳入では地方消費税交付金、特別交付税の最終確定に伴う

追加、及び土地売払収入、町民プール建設交付金の追加、並びに歳出で

は地方創生先行型事業の見直しに伴う追加、南空知公衆衛生組合負担金、

町道除排雪事業経費の減額が主な理由であります。その結果、既定の歳

入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２，２５１万８，０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６１億２，７６８万６，

０００円とするものであります。詳細につきましては、副町長が説明い

たしますので、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

議  長   内容の説明を求めます。副町長。 

副 町 長   それでは、議案第３０号 専決処分書の平成２６年度一般会計補正予

算（第８号）の説明を行います。今回の補正予算につきましては、主に

各種交付金並びに特別交付税などの確定による精査と、３月議会定例会

において繰越明許費として追加補正をさせていただきました地方創生

先行型の実施計画につきまして、国との協議に基づき一部見直しを行い

ましたので、関連事業費を精査するものでございます。 

それでは歳出から説明いたします。１６ページをごらんください。 

２款総務費１項３目財産管理費、補正額１０万７，０００円の追加で

ございます。説明欄で財産管理経費１０万７，０００円の追加です。積

立金でそれぞれ確定により精査するものです。 

４目企画振興費、補正額４２万６，０００円の減額でございます。姉

妹町交流事業で確定によるものです。 

１３目地域住民生活等緊急支援事業費、補正額５７１万３，０００円

の追加でございます。地方創生先行型事業で５７１万３，０００円の追

加です。内容につきましては、別途配布しております議案第３０号説明

資料により説明申し上げます。冒頭でも申し上げましたが、地方創生先

行型の実施計画を国との協議により一部見直しを行うものでございま

す。実施計画の見直し概要の表をごらんください。左が当初の実施計画、

右が見直し後の実施計画となります。３月議会定例会においては、国と

の協議が調っていなかったことから、当初の実施計画に基づき補正予算

を計上させていただきましたが、その後、見直し後の実施計画のとおり

国との協議が調いましたので、一部予算の組み替えを行うものです。な
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お、詳細の説明は省略させていただきますが、全事業とも平成２７年度

に繰り越し、事業実施するものでございます。 

予算書に戻ります。１７ページをごらんください。 

４項２目知事・道議選挙費、補正額６７万８，０００円の減額でござ

います。知事・道議選挙事業で平成２６年度分執行経費の確定によるも

のです。 

３款民生費１項２目障がい者福祉費、補正額３４万９，０００円の減

額でございます。障がい者自立促進交通費助成事業で実績によるもので

す。 

３目老人福祉費、補正額はありません。財源内訳を変更するものです。

次ページに参ります。 

４款衛生費２項１目じん芥処理費、補正額５５３万２，０００円の減

額でございます。南空知公衆衛生組合負担金で分賦金の確定によるもの

です。 

７款土木費２項２目道路維持費、補正額１,９４７万６，０００円の

減額でございます。町道除排雪事業でそれぞれ実績によるものです。次

ページに参ります。 

９款教育費１項３目教育振興費、補正額はありません。財源内訳を変

更するものです。 

４項５目社会教育施設費、同じく補正額はありません。財源内訳を変

更するものです。 

５項２目体育施設費、同じく補正額はありません。財源内訳を変更す

るものです。 

１０款公債費１項１目元金、補正額はありません。財源内訳を変更す

るものです。 

２目利子、補正額１８７万７，０００円の減額でございます。地方債

利子償還費でそれぞれ確定によるものです。 

次に歳入の説明を行います。１１ページをごらんください。 

２款地方譲与税１項１目地方揮発油譲与税、補正額１５万４，０００

円の減額でございます。確定によるものです。 

２項１目自動車重量譲与税、補正額２５３万円の減額でございます。

確定によるものです。 

３款利子割交付金１項１目利子割交付金、補正額２５万１，０００円

の減額でございます。確定によるものです。 

４款配当割交付金１項１目配当割交付金、補正額３６６万２，０００

円の追加でございます。確定によるものです。次ページにまいります。 

５款株式等譲渡所得割交付金１項１目株式等譲渡所得割交付金、補正

額１９５万５，０００円の追加でございます。確定によるものです。 

６款地方消費税交付金１項１目地方消費税交付金、補正額２，０４４

万６，０００円の追加でございます。確定によるものです。 

７款ゴルフ場利用税交付金１項１目ゴルフ場利用税交付金、補正額７

５万２，０００円の追加でございます。確定によるものです。 
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８款自動車取得税交付金１項１目自動車取得税交付金、補正額１５１

万３，０００円の減額でございます。確定によるものです。 

次ページに参ります。 

１０款地方交付税１項１目地方交付税、補正額４，１５４万８，００

０円の追加でございます。特別交付税の確定によるものです。これによ

り平成２６年度特別交付税総額は３億４，１５４万８，０００円となり

ます。 

１１款交通安全対策特別交付金１項１目交通安全対策特別交付金、補

正額２６万４，０００円の減額でございます。確定によるものです。 

１５款道支出金２項２目民生費道補助金、補正額１２万５，０００円

の追加でございます。１節障がい者福祉費道補助金で障がい者自立促進

交通費助成事業が地域づくり交付金の対象となったことから追加する

ものです。 

４目農林水産業費道補助金、補正額３２７万４，０００円の追加でご

ざいます。１節農業費道補助金で町民プール建設に伴う交付金の追加に

よるものです。次ページに参ります。 

３項１目総務費委託金、補正額１６３万１，０００円の減額でござい

ます。３節選挙委託金で平成２６年度分の委託金の確定によるものです。 

１６款財産収入１項３目基金繰替運用収入、補正額９０万２，０００

円の減額でございます。１節基金繰替運用収入で確定によるものです。 

２項１目不動産売払収入、補正額２，２００万円の追加でございます。

１節土地建物売払収入で南幌工業団地の一部を北海道農販株式会社へ

売買したものでございます。 

１７款寄附金１項１目一般寄附金、補正額９万円の追加でございます。 

１節一般寄附金で３月末に退職された職員３名の方からいただいたも

のです。 

３目ふるさと応援寄附金、補正額８４万３，０００円の追加でござい

ます。１節ふるさと応援寄附金で確定によるものです。次ページにまい

ります。 

１８款繰入金１項１目財政調整基金繰入金、補正額１億６３０万５，

０００円の減額でございます。１節財政調整基金繰入金で、これにより

まして平成２６年度の取崩額につきましては８，７２７万４，０００円

となり、年度末の残高は９億５，８３７万７，０００円となります。 

４目教育振興基金繰入金、補正額９，０００円の減額でございます。

１節教育振興基金繰入金で、事業費の確定により精査するものです。 

６目ふるさと応援基金繰入金、補正額３５万４，０００円の減額でご

ざいます。１節ふるさと応援基金繰入金で、同じく事業費の確定により

精査するものです。 

２１款町債１項３目教育債、補正額３３０万円の減額でございます。

１節公共施設整備事業債で、町民プール建設に伴う補助金の増に伴い精

査するものです。 

以上、歳入歳出それぞれ２，２５１万８，０００円を減額し、補正後
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の総額を６１億２，７６８万６，０００円とするものでございます。 

次に、地方債補正の説明を行います。６ページをごらんください。第

２表地方債補正、変更でございます。町民プール整備事業で補正前の限

度額４億６，６６０万円を補正後の限度額４億６，３３０万円に変更す

るものです。なお、起債の方法、利率、償還の方法は変更ありません。 

次に、繰越明許費補正の説明を行います。次ページをごらんください。

第３表繰越明許費補正、変更でございます。２款総務費１項総務管理費、 

事業名、地方創生先行型事業で、補正前の事業費３，６０６万９，００

０円を補正後の事業費４，１７８万２，０００円に変更するものでござ

います。以上で議案第３０号の説明を終わります。 

議  長   説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直ち

に採決いたしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第３０号 専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度

南幌町一般会計補正予算（第８号））は、原案のとおり承認することに

御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり承認することに決

定いたしました。 

●日程５ 議案第３１号 専決処分の承認を求めることについて（町

税条例等の一部を改正する条例）を議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長   ただいま上程をいただきました議案第３１号 専決処分の承認を求

めることにつきましては、地方税法の改正に伴い、町税条例等の一部を

改正する必要があるため本案を提案するものであります。詳細につきま

しては税務課長が説明いたしますので、御承認賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

議  長   内容の説明を求めます。税務課長。 

税務課長   それでは、議案第３１号 専決処分の承認を求めることについての町

税条例等の一部を改正する条例制定について御説明いたします。地方税

法の一部を改正する法律が３月３１日に公布され、４月１日施行に伴い

町税条例等の一部を改正する条例を３月３１日に専決処分として公布

したところでございます。本日の臨時議会においてこれを報告し、承認

を求めるものでございます。今回の地方税法の一部改正における町税条

例の主な改正点でございますが、行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律、番号法の改正に伴う関係条文の整

備及びふるさと納税申告特例規定の新設、並びに三輪以上の軽自動車税

に係るグリーン化特例、軽課税率の規定の新設と、原動機付自転車及び
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二輪車並びに小型特殊自動車に係る軽自動車税の税率の適用開始時期

１年延長に係る条文の整備であります。 

それでは、別途配布いたしました議案第３１号資料、町税条例等の一

部を改正する条例の新旧対照表にて御説明いたします。左が改正後の新

条例、右が改正前の旧条例でございます。下線を付した箇所が改正部分

でございます。 

最初に第１条、町税条例の一部を改正する条例本則の改正について御

説明いたします。 

第２条、用語の規定でございます。行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律、番号法の改正に伴い条文を整

備するものであります。次ページに参ります。 

 第３１条、均等割の税率の規定でございます。法人の税率適用区分で

あります資本金等の額を法人事業税資本割の課税標準に統一するため

条文を整備するものでございます。 

第３６条の２、町民税の申告の規定では、行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律、番号法の改正に伴い条

文を整備するものでございます。 

次に、第４８条、法人の町民税の申告納付の規定でございます。次ペ

ージに参ります。及び第５０条、法人の町民税に係る不足税額の納付の

手続の規定では、法人税法の改正に伴い条号を整備するものでございま

す。 

次に、第５１条、町民税の減免の規定では、規定の整備及び行政手続

における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、番号

法の改正に伴い条文を整備するものでございます。 

次に、第５７条は、固定資産税の非課税の規定の適用を受けようとす

る者がするべき申告の規定、次ページに参ります。及び第５９条は、固

定資産税の非課税の規定の適用を受けなくなった固定資産の所有者が

すべき申告の規定で、地方税法の改正に伴い条号を整備するものでござ

います。 

次に、第６３条の２、施行規則第１５条の３第２項の規定による補正

の方法の申出の規定及び第６３条の３、法第３５２条の２第５項及び第

６項の規定による固定資産税額の案分の申出の規定では、行政手続にお

ける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、番号法の

改正に伴いまして条文を整備するものであります。次ページに参ります。 

第７１条、固定資産税の減免の規定では、規定の整備及び行政手続に

おける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、番号法

の改正に伴いまして条文を整備するものであります。 

次に、第７４条、住宅用地の申告の規定、第７４条の２、被災住宅用

地の申告の規定、第８９条、軽自動車税の減免の規定、次ページに参り

ます。第９０条、身体障害者等に対する軽自動車税の減免の規定、第１

３９条の３、特別土地保有税の減免の規定、次ページに参ります。第１

４７条、入湯税に係る特別徴収義務者の経営申告の規定、いずれも行政
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手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、

番号法の改正に伴いまして条文を整備するものでございます。 

次に、制定附則の改正について御説明いたします。第７条の３の２、

個人の町民税の住宅借入金等特別額控除の規定では、住宅ローン減税の

拡充措置に伴いまして適用期限を延長するものでございます。 

第９条及び次ページの第９条の２、個人の町民税の寄附金控除額に係

る申告の特例等の規定で、ふるさと納税の申告特例の新設でございます。

確定申告が不要な給与所得者等が寄附を行う際、寄附先の自治体に特例

の適用に関する申請書を提出することで、確定申告をしなくても、ふる

さと納税についての寄附金控除が受けられる申告手続の特例、ワンスト

ップ特例制度でございます。なお、特例の適用は平成２７年４月１日以

後のため、平成２７年１月１日から平成２７年３月３１日までにふるさ

と納税を行っている方につきましては、平成２７年の確定申告をする必

要があります。 

第１０条の３、新築住宅等に対する固定資産税の減額の規定の適用を

受けようとする者がすべき申告の規定では、行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する法律、番号法の改正に伴いま

して条文の整備をするものでございます。１７ページに参ります。 

第１１条、土地に対して課する平成２７年度から平成２９年度までの

各年度分の固定資産税の特例に関する用語の意義の規定でございます

が、土地・家屋につきましては、３年ごとに評価額を見直す評価替え制

度がとられております。平成２７年度が基準年度となることから年度表

記を改めるものでございます。 

次に、第１１条の２、平成２８年度または平成２９年度における土地

の価格の特例の規定は、平成２７年度の評価額が据置年度において地価

が著しく下落した場合に、地価の下落修正ができる特例措置の規定で、

平成２８年度分及び平成２９年度分も継続するため年度表記を改める

ものでございます。次ページに参ります。 

第１２条、宅地等に対して課する平成２７年度から平成２９年度まで

の各年度分の固定資産税の特例の規定につきましては、評価替えに伴い

平成２７年度から平成２９年度までの特例措置を継続するため年度表

記を改めるものでございます。次ページに参ります。 

第１３条、農地に対して課する平成２７年度から平成２９年度までの

各年度分の固定資産税の特例の規定についても、評価替えに伴いまして、

平成２７年度から平成２９年度までの特例措置を継続するため年度表

記を改めるものでございます。 

次に、第１５条、特別土地保有税の課税の特例の規定についても特例

措置を継続するため年度表記を改めるものでございます。 

第１６条、軽自動車税の税率の特例の規定でございます。今回の法律

改正に伴いまして、軽自動車の燃費性能に応じたグリーン化特例として、

税率を概ね７５％及び概ね５０％並びに概ね２５％で３段階の軽課税

率を適用する規定が新設されました。 
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別途配布しました軽自動車税税率一覧表をごらんいただきたいと思

います。軽課税率の対象は、軽自動車の三輪のものと四輪以上の乗用及

び貨物用で平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までに、初回

車両番号指定を受けた一定の環境性能を有する軽自動車で概ね７５％

の対象車は、電気自動車及び平成２１年天然ガス車基準に適合する天然

ガス軽自動車、概ね５０％の対象車は、ガソリン車・ハイブリット車で、

平成１７年排出ガス基準７５％低減達成車に限り、乗用は、平成３２年

度燃費基準プラス基準エネルギー消費効率２０％達成車、貨物用は、平

成２７年度燃費基準プラス基準エネルギー消費効率３５％達成車、概ね

２５％の対象車は、ガソリン車・ハイブリット車で平成１７年排出ガス

基準７５％低減達成車に限り、乗用は、平成３２年度燃費達成車、貨物

用は、平成２７年度燃費基準プラス基準エネルギー消費効率１５％達成

車となり、平成２８年度分限りの軽課税率となります。したがいまして、

平成２８年度分の税率は６通りとなります。 

新旧対照表に戻り、２３ページをお開き願います。 

第２条、町税条例の一部を改正する条例の一部改正について御説明い

たします。最初に、制定附則について御説明いたします。 

先ほど、２１ページ、第１６条で説明いたしました軽自動車の三輪の

もの及び四輪以上のグリーン化特例、軽課税率の規定の新設に伴いまし

て、平成２６年度に改正しました初回車両番号の指定を受けた月から起

算して１４年を経過したものに標準税率の概ね２０％を課税する重課

税率の特例を追加した条文の整備でございます。次ページに参ります。 

次に、改正附則について御説明いたします。 

第１条は施行期日を規定するものでございます。条文の整理及び平成

２７年度分以後の年度分の軽自動車について適用することとされてい

た、原動機付自転車及び二輪車並びに小型特殊自動車に係る税率につい

て、適用開始時期が１年間延長されたことに伴う条文の整備でございま

す。 

第３条及び第５条につきましては、軽自動車税に関する経過措置を規

定するものであります。第３条は、原動機付自転車及び二輪車並びに小

型特殊自動車に係る税率について、適用開始時期が１年間延長されたこ

とに伴います条文の整備でございます。 

第５条は、三輪のもの・四輪以上の軽自動車税のグリーン化特例、軽

課税率が新設されたことに伴う条文の整備でございます。次ページに参

ります。 

改正附則について御説明いたします。第１条は、施行期日を規定する

ものです。第２条は、町民税に関する経過措置を規定するものです。第

３条は、固定資産税に関する経過措置を規定するものです。次ぺージに

参ります。第４条は、軽自動車税に関する経過措置を規定するものです。

第５条は、特別土地保有税に関する経過措置を規定するものです。第６

条は、入湯税に関する経過措置を規定するものです。 

以上で議案第３１号 町税条例等の一部を改正する条例制定につい
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ての説明を終わります。 

議  長   説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直ち

に採決いたしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第３１号 専決処分の承認を求めることについて（町税条例等の

一部を改正する条例）は、原案のとおり承認することに御異議ありませ

んか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり承認することに決

定いたしました。 

●日程６ 議案第３２号 専決処分の承認を求めることについて（南

幌町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）を議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長   ただいま上程をいただきました議案第３２号 専決処分の承認を求

めることにつきましては、地方税法の改正に伴い南幌町国民健康保険税

条例の一部を改正する必要があるため、本案を提案するものであります。

詳細につきましては住民課長が説明いたしますので、御承認賜りますよ

う宜しくお願い申し上げます。 

議  長   内容の説明を求めます。住民課長。 

住民課長   それでは、議案第３２号 専決処分の承認を求めることについて（南

幌町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定）について御説明い

たします。 

改正につきましては、国民健康保険法施行令の一部改正並びに地方税

法等の一部を改正する法律が３月３１日に公布され、４月１日施行に伴

い、本町の国民健康保険税条例の一部を改正する条例を３月３１日専決

処分として公布したところでございます。本日の臨時議会でこれを報告

し、承認を求めるものでございます。 

主な改正点を申し上げます。１点目は、国民健康保険税の課税限度額

の見直しでございます。国民健康保険の被保険者間の公平の確保及び中

低所得層の保険税負担の軽減を図るため、基礎課税分、後期高齢者支援

金分、介護納付金分の課税限度額を引き上げるものでございます。合計

で上限額、現行８１万円を改正後８５万円とするものでございます。 

２点目は、国民健康保険税の減額判定所得基準の改正でございます。

国民健康保険制度では、一定の所得以下であると応益割である平等割と

均等割について７割、５割、２割の減額措置が受けられます。このたび

の改正では、平成２６年度に引き続き、５割減額と２割減額の基準につ

いて拡充されることになり、低所得者に対する保険税減額の対象世帯を

拡大するものでございます。 
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それでは、別途配布しました議案第３２号資料、南幌町国民健康保険

税条例の一部を改正する条例の新旧対照表にて御説明いたします。 

左が改正後の新条例、右が改正前の旧条例であり、アンダーラインを

付した箇所が改正部分でございます。 

１ページでございます。最初に第１条、国民健康保険税条例の一部を

改正する条例本則改正について御説明します。 

第２条第２項は基礎課税額の規定で、限度額を「５１万円」から「５

２万円」に改正するものでございます。 

続きまして、第３項は、後期高齢者支援金等課税額の規定で、限度額

を「１６万円」から「１７万円」に改正するものでございます。 

続きまして、第４項は介護納付金課税額の規定で、限度額を「１４万

円」から「１６万円」に改正するものでございます。この改正による試

算結果では、基礎課税分の限度額世帯数は９９世帯、改正前と比較しま

して３世帯の減、後期高齢者支援金等課税額の限度額世帯数は６３世帯、

改正前と比較しまして７世帯の減、介護納付金課税額の限度額世帯数は

１２世帯、改正前と比較しまして８世帯の減となる見込みでございます。 

次ページに参ります。第２６条は、国民健康保険税の減額の規定でご

ざいます。第１項では第２条と同様にそれぞれ限度額を改めるものでご

ざいます。 

第２号は、５割減額の基準の改正でございます。５割減額の対象とな

る世帯の判定所得の算定において被保険者の数に乗ずべき金額を現行

の「２４万５，０００円」から「２６万円」に引き上げるものでござい

ます。この改正による試算結果では、５割減額の対象世帯数は１５５世

帯、改正前と比較しまして８世帯の増となる見込みでございます。 

続きまして、第３号は、２割減額の基準の改正でございます。２割減

額の対象となる世帯の判定所得の算定において被保険者の数に乗ずべ

き金額を現行の「４５万円」から「４７万円」に引き上げるものでござ

います。この改正による試算結果では、２割減額の対象世帯数は１３７

世帯で、改正前と比較しまして３世帯の増となる見込みでございます。 

３ページに参ります。第２条、国民健康保険税条例の一部を改正する

条例の一部改正について御説明いたします。平成２５年９月の議会定例

会にて改正しておりますが、この度の改正にでは、施行期日を改めるも

のでございます。 

附則第１項中、附則第１５項の改正規定（「配当所得」を「利子所得、

配当所得及び雑所得」に改める部分に限る。）の施行期日を平成２８年

１月１日からと改めるものでございます。 

４ページに参ります。最後に改正附則としまして、第１項、この条例

は、平成２７年４月１日から施行する。第２項は、国民健康保険税条例

の経過措置を規定したものでございます。以上で、議案第３２号 南幌

町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定の説明を終わります。 

議  長   説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 
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御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直ち

に採決いたしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第３２号 専決処分の承認を求めることについて（南幌町国民健

康保険税条例の一部を改正する条例）は、原案のとおり承認することに

御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり承認することに決

定いたしました。 

●日程７ 議案第３３号 工事請負契約について（平成２７年度南幌

町町民プール建設工事）を議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長   ただいま上程をいただきました議案第３３号 工事請負契約につき

ましては、南幌町町民プール建設工事に当たり過日入札を執行したとこ

ろであります。契約の内容につきましては、生涯学習課長が説明いたし

ますので、よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長   内容の説明を求めます。生涯学習課長。 

生涯学習課長   議案第３３号 工事請負契約につきまして御説明申し上げます。 

１契約の目的、平成２７年度南幌町町民プール建設工事。工事の主な

内容につきましては、公民館等解体、プール棟新築、渡り廊下等新築、

外構、建設機械設備となってございます。２契約方法、指名競争入札。

３契約金額、６億６９６万円（内消費税及び地方消費税の額４，４９６

万円）。本件につきましては、去る４月２４日、指名６社のうち１社の

辞退があり、５社による入札を執行してございます。なお、落札率につ

きましては９９．３％でございます。４契約の相手方、岩田地崎・三建

特定建設工事等共同企業体、代表者、札幌市中央区北２条東１７丁目２

番地、岩田地崎建設株式会社、代表取締役社長 岩田 圭剛、構成員、

空知郡南幌町元町１丁目３番１２号、株式会社三建管工技研、代表取締

役、水澤 政幸。参考といたしまして、工期は、契約締結日より平成２

８年３月１６日までとしております。以上で議案第３３号の説明を終わ

ります。 

議  長   説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

御質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましては、この際討論を省略し、直ち

に採決いたしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第３３号 工事請負契約について（平成２７年度南幌町町民プー

ル建設工事）は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 
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（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決

定いたしました。 

●日程８ 発議第８号 議員の派遣承認についてを議題といたしま

す。 

局長をして朗読いたさせます。 

局  長   （朗読する。） 

議  長   議員の派遣承認につきましては、ただいま局長朗読のとおりでござい

ます。 

原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり承認することに決

定いたしました。 

●日程９ 発議第９号 総務常任委員会、産業経済常任委員会、議会

運営委員会所管事務調査についてを議題といたします。 

３委員会の所管事務調査につきましては、承認案件でございます。提

案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本案は提案のとおり承認することに決

定いたしました。 

以上で、本臨時会に提案されました全ての議案審議が終了いたしまし

た。ただいまをもって閉会いたしたいと思いますが、御異議ありません

か。 

（なしの声） 

御異議なしと認めます。よって本臨時会はただいまをもって閉会とい

たします。 

どうも御苦労さまでした。 

（午前１０時２０分） 
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